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第
32
回

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、本紙掲載の催しが急に中止や
延期になる場合があります。開催の可否は事前に担当課または主催者へご確
認ください。また、最新情報は、市のホームページ https://www.city.
omihachiman.lg.jp/ で随時発信しておりますので、ご確認をお願いします。

人口と世帯 令和 3 年 7 月 1 日現在 
                      (    ) は前月比

　

今
回
も
『
近
江
八
幡
の
歴
史
』
第

９
巻
「
地
域
文
化
財
」
よ
り
、
近
江

八
幡
の
偉
人
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、
画
人
・
塩
川
文
麟
の
弟
子

た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

　

塩
川
文
麟
は
、
前
回
ご
紹
介
し
た

よ
う
に
、
幕
末
の
動
乱
期
に
京
か
ら

の
避
難
場
所
と
し
て
、
文
化
活
動
で

交
流
し
た
商
人
を
頼
り
、
八
幡
に
滞

在
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
文
麟
は
、

数
人
の
弟
子
を
引
き
連
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
弟
子
た
ち

も
八
幡
の
商
人
と
交
流
を
持
つ
こ
と

に
な
る
の
で
す
。
文
麟
の
弟
子
に
は
、

の
ち
に
明
治
期
京
都
画
壇
を
牽
引
し

た
幸こ

う
の野
楳ば
い
れ
い嶺
や
野
村
文ぶ
ん
き
ょ挙
、
中
国
画

の
影
響
を
強
く
受
け
た
内
海
吉
堂
、

垣
内
雲う
ん
り
ん嶙
、
息
子
の
塩
川
文ぶ
ん
ぽ
う鵬
、
近

江
国
ゆ
か
り
の
大
橋
文ぶ
ん
た
い岱
、
北
垣
公

麟
と
数
多
く
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か

か
ら
内
海
吉
堂
と
、
北
垣
公
麟
を
紹

介
し
ま
す
。

　

内
海
吉
堂
（
以
下
、
吉
堂
）
は
、

嘉
永
２
（
１
８
４
９
）
年
、
越
前
国

（
福
井
県
）
敦
賀
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

八
幡
商
人
は
文
麟
に
引
き
続
き
、
弟

子
の
吉
堂
も
支
援
し
て
い
た
よ
う
で
、

例
え
ば
、
八
幡
商
人
の
一
人
、
森
五

郎
兵
衛
が
書
き
残
し
た
日
記
に
よ
る

と
、
明
治
43
（
１
９
１
０
）
年
12
月

14
日
、
吉
堂
は
北
陸
帰
り
に
八
幡
に

寄
り
、
新
町
通
り
に
あ
る
森
家
の
控

家（
現
在
の
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
）

に
翌
年
３
月
30
日
ま
で
滞
在
し
、
そ

の
間
多
数
の
人
ら
の
依
頼
で
筆
を
と

っ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
文
麟
の
弟
子
で
あ

る
北
垣
公
麟
は
、天
保
５（
１
８
３
４
）

年
、
但
馬
国
養
父
郡
（
兵
庫
県
）
に

生
ま
れ
ま
し
た
。嘉
永
元（
１
８
４
８
）

年
に
塩
川
文
麟
の
助
筆
と
な
り
、
24

歳
の
時
に
は
、
京
都
で
活
躍
し
て
い

ま
し
た
。

　

公
麟
と
八
幡
と
の
ゆ
か
り
は
、
明

治
31
（
１
８
９
８
）
年
、
次
男
の
巳

之
助
が
池
田
町
三
丁
目
に
住
ま
い
を

購
入
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
公
麟

は
巳
之
助
宅
に
移
り
住
み
、
本
市
内

に
多
数
の
作
品
を
残
し
ま
す
。
日
牟

禮
八
幡
宮
（
宮
内
町
）
能
舞
台
鏡
板

な
ど
は
、
そ
の
時
の
大
作
と
い
え
る

も
の
で
し
ょ
う
。
ち
な
み
に
息
子
の

巳
之
助
も
絵
を
嗜

た
し
な
み
、
美
術
教
師
と

し
て
大
津
女
学
校
に
奉
職
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
時
の
教
え
子
に
昭
和
期

の
日
本
を
代
表
す
る
女
性
画
家
・
小お

倉ぐ
ら

遊ゆ

き亀
が
い
ま
す
。

　

さ
て
、
公
麟
の
支
援
者
の
一
人
に
、

島
村
円
山
で
葭よ
し

業
を
営
ん
で
い
た
北

川
茂も
ざ
え
も
ん

左
衛
門
が
い
ま
す
。
同
家
の
記

録
「
道
具
帳
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
20

年
代
か
ら
30
年
代
に
か
け
、
北
川
家

当
主
は
公
麟
へ
頻
繁
に
揮き
ご
う毫
を
依
頼

し
て
お
り
、
そ
れ
に
応
え
た
作
品
が

現
存
し
て
い
ま
す
。

　

吉
堂
、
公
麟
の
作
品
も
、『
近
江

八
幡
の
歴
史
』
第
９
巻
「
地
域
文
化

財
」
の
第
４
章
３
節
「
近
代
の
作
家

群
像
」
に
多
数
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
９
月

に
は
、
塩
川
文
麟
、
北
垣
公
麟
の
作

品
を
中
心
に
、
近
江
八
幡
市
が
所
蔵

す
る
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
を
、
市

立
資
料
館
で
特
別
陳
列
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
改
め
て
ご
案
内
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

内う

つ

み海
吉き

ち

ど

う堂
と
北き

た

が

き垣
公こ

う

り

ん麟

総数　82,285 人     (+   28)
男　　40,448 人     (+   10)
女　　41,837 人     (+   18)
世帯　34,754世帯 (+   52)

※外国人住民 (43 か国・地域／ 1,621 人 ) を含みます。

近
江
八
幡
偉
人
伝
⑤

―
八
幡
で
活
躍
し
た
塩し

お
か
わ川

文ぶ
ん
り
ん麟

の
弟
子
た
ち
―

北垣公麟筆耕作図

内海吉堂筆竹林飛燕図・老松鷹図屏風


